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2 月のでき-•と一ピ三 -
肱川土場木材相場表 乾しいたけ

相場表
2月 4日 森林組合総代会 昭和 47年 3月8日市

日

10 

11 

12 

13 

14 

17 

18 

19 

20 

21 

24 

25 

26 

27 

28 

5日少年式 校長会 教育会

6日 IIカモを見る会 fl視察団来町 長さ 未口径

7日 分館長。主事会

農用地等交換分合事業地区別研究会

4. Om  7 crn下

8 上

l 1 2 If 
8日 農用地等交換分合事業地区別研究会 1 6 II 

11日 肱川町消防団出初式 4.2加 3 0 II . ~ 

12日 栗生産同志会 3.0 m 7下

1 7日 殷業振興計画策定指導者会議

18日 農業振興計画策定担当者会

l 8上
1 3 fl 

3.2 m 1 6 // 

19日 農業共済損害評価会

23日 2次農構事業について地元の話し合い

所得税。事業税鬱納税相談

2. Om. I 7下

l 8上
1 6 II 

妊婦検診

乳児健康相談 } （公民館）

2.1 m 3 0 II 

1. Om  1 2上

6. 0 m 1 3上
24日 郡内教頭会 6切饗 足場

すぎ

ひ〗6 0 

6 1 

5 3 

5 8 7 6 4 0 

6 5 0 5 
． 1 1 0 5 0: 

5 5 

4 2 4 2 

6 5 1 1 5 

6 4 1 1 0 3 5 

2 7 2 7 

2 0 2 0 

2 5 2 6 

3 5 3 7 
、一

1 5 1 7 

7 6 1 4 0 

1mにつき

松そパールのプ材一， 

L 5 m,.._, 2. 1 m 

未口 6c初上

2 5円00銭

雑バルプ

1. 5 m,-..., 2. 1 m 

未口6C町上

2 O円00銭

訟 箱 機

2.1加

未口 14cm上

3 O円～ 38円

県森連しいたけ共販売所

に於ける相場

1. 入札の月日

S 4 7. 3. 7. 

2. 価格

高値 3.4 6 0円

中値 2.8 5 1円

安値 1. 0 0 0円

3. 概要

股林業振興審譲会 本表は，肱川町内の自動土場の価格です。 （オ当り）

前回同様に良品多く

行楽シーズン目前で

商社の買気旺盛で強

保合でした。国民運営委員会

26日 予子林町政相睦会

28日 花木生産組合結成大会

テレピ共同受信施設検査

舟親学綬（公民館）

29日 農林業振興審議会

故陀，運賃や市場手数料など差引いたものです。

‘'ヽII99’'，‘̀’ 

〗ぢ亡三》
次回市 3月 16日

3月27日です

5日前位陀出荷して下さ

ぃ

昭和 4 7年度 4 月 分 学 校 給 食 予 定 献 立 表 肱川町立学校給食センクー

黄 の 食 品 赤 の 食 品 みどりの食品

曜 献 立 名 でんぷん し院う た ん ば ＜ 質 か い ぶ ん 。 ピクミン

働 ＜ 力 と な る＇血曽肉 。骨陀なる 体の調子をよくする

月
苔つねうどん ババロア うどん ババロア~ 油あげ てんぷら

か祖殴こ

火
菊チーズ フライ 油マカロニ 菊チーズ フライ スモークミ今人参 キャペッ みかんパイン

ート 粉チーズ もも 寒天

水
じゃが芋のそ院ろ煮 じゃがいも マロニー とりひき肉 ちくわ油あげ 人参，キャペッ グリンピース
あんばん 油 さとう

木
白至あぺ川もち 白玉もち さとう 慈な粉豆腐油あげみそ も や し わ か め ね ぎ
みそ汁

金
うずら豆の甘煮 ウィン 9ナー さとう とり肉 うずら豆 てんぷら 人参 こん紀ゃく

］ 中華そば袖

ウィンナー

月
焼窒そば はちみつ 豚肉 ちくわ 人 参 た 注 ね 智 キ ャ ペ ッ ねぎ

r; 

火
せんざい くだもも ウィンナ白玉粉小麦粉ざとう あず巻 脱脂粉乳 ウィンナー くだもの

， 

水
親子煮・・チーズ じゃが芋油さとう とり肉卵油あげ 人参キャベッ グリンピース

木
カレーツチュー ぶどうバン じゃが芋油 牛 肉 粉 チ ー ズ 脱 脂 粉 乳 人参たまねき＇ね智

金
いそ煮ャクルト じゃが芋 油あげ てんぷら かま殴＇こ ひじき 人参 グリンピース

月 ミートソース はちみつ スバゲッティ 油 合ひき肉 スモークミート 人参 たまねき＇ キャベッ
粉チーズ グリンピース

火
あじフライ（ソース付） じゃが芋 あじフライ 豆腐油あげ キャペッ わかめねぎ
みそ汁 みそ

水 厚あげのそ険ろ煮 CLCココ マロニー油 さとう とりひき肉 厚あげ 人参キャペッ グリンピース
CLCココア

木 竹輪の照煮 ど注和え ごま さとう 卵 ちくわ かま屈こ 人参 キャペッ もやし

1 -

金 ホワイトシチュー ぷどうパン じゃが芋マロニー油 牛肉 粉チーズ脱脂粉乳 人参 たまねぎスイートコーン
グリンピース
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わ

れ

る

方

も

こ

れ

以

上

一

、

カ

出
ま
す
。
検
査
の
規
格
以
上

渡
し
を
致
し
定
し
ょ
う
。

大
分
春
ら
し
い
日
ざ
し
が
め
中
~
し
た
。
日

＂
当
り
の
よ
い
所
で
は
、
そ
る
そ
る
た
け
の
こ
や
、

わ
ら
び
が
顔
を
の
ぞ
か
せ
て
来
る
こ
と
で
し
ょ
う

：
て
こ
で
今
春
危
た
け
の
こ
の
集
荷
を
致
し
ま
す
。

•
そ
れ
に
合
わ
せ
て
今
年
は
わ
ら
び
の
集
荷
も
行
い

•
ま
す
。
早
い
も
の
は
大
阪
市
場
へ
の
出
荷
を
計
画

[
し
て
わ
り
ま
す
の
で
、
せ
い
ぜ
S

良
い
も
の
を
よ

り
多
く
取
っ
て
出
荷
し
て
下
さ
い
ま
す
よ
う
お
願

[
い
故
し
ま
す
。
荷
造
り
は
、
四

k
人
の
箱
詰
で
出

i

荷
し
注
す
。
二

0
0
g束
に
し
て
二

0
束
を
詰
め

る
わ
け
で
す
。
箱
詰
出
荷
は
先
の
曲
っ
た
も
の
と
｀

：
曲
っ
て
な
い
も
の
と
を
区
別
し
ま
ナ
の
で
、
そ
れ

そ
れ
曲
っ
た
も
の
と
、
上
を
向
を
向
い
た
も
の
を

[
別
忙
二

0
0
g
づ

つ

し

て

し

て

下

さ

唸

わ
ら
び
の

2999; 

IS、()か

I¢のグ．

つ

い

て

紅 VI・

口ぃ`

苑渡乙
、重

—康多との区雰

中

夏

初
蚕

蚕

に
っ
し、

て
...,......．........ 

政
府
売
込
希
望
者

の

検

査

を

受

け

売

行

販

売

部

政



紙
か
ら
）

で
つ
く
っ
て
み
て
は
い
か

が
で
し
ょ
う
。

称
廿
日
ダ
イ
コ
ン
と
い
わ
れ
る
十

の
植
物
。
ダ
イ
コ
ン
類
の
中
で
は

最

早

生

、

二

十

l
三
十
日
で
収
穫
で

ぎ
る
の
で
、
こ
の
名
が
あ
り
ま
す
。
日

本
へ
は
ョ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
明
治
時
代
に

導
入
さ
れ
、
栽
培
さ
れ
て
巻
た
も
の
で

す
。
サ
ラ
ダ
、
酢
漬
け
、
浅
漬
け
、
塩

漬
な
ど
簡
単
な
料
理
に
使
わ
れ
ま
す
が

ハ
ダ
の
紅
色
が
料
珪
の
色
づ
け
に
広
範

陀
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

最
近
で
は
、
高
血
圧
の
長
期
療
法
に

脚
光
を
あ
び
て
い
る
野
業
で
、
一
番
の

魅
力
は
家
庭
菜
園
で
容
易
陀
で
含
、
場

合
陀
よ
っ
て
は
箱
づ
く
り
も
可
能
な
こ

と
で
す
。
冷
た
い
気
候
を
好
ミ
炎
暑

を
ぎ
ら
い
定
す
が
、
時
な
し
の
性
質
が

あ
っ
て
、
品
種
を
選
べ
ば
季
節
を
問
わ

ず
つ
く
れ
ま
す
。
十
二
月

l
=
]
月
は
ト

ン
ネ
ル
、
他
の
期
間
は
露
地
栽
培
が
で

き
主
す
。

品
種
陀
は
冬
作
が
コ
メ
ッ
ト
、
夏
作

が
極
早
生
、
耐
暑
性
の
サ
ク
サ
、
レ
ッ

ド
・
ホ
ー
ジ
ン
グ
。
主
た
極
早
生
早
出
[

な
ど
も
あ
り
ま
す
。
~

ウ
ネ
幅
二
十
ー
三
十
セ
ン
チ
の
す
じ
~

ま
昏
で
、
タ
ネ
は
一
ア
ー
ル
（
三
十
坪
）
{

尭
り

0
．
万
リ
ッ
ト
ル
、
主
な
手
入
れ
＂

閻
引
き
で
一
ー
ニ
回
。
根
の
直
径
が
二
~

l
-
―
―
セ
ン
チ
に
な
っ
た
と
こ
ろ
で
収
穫
[

杞
す
。

20
ー

30
で
収
穫
で
き
る
。

高
血
圧
忙
き
く
廿
日
ダ
イ
コ
ン

き

作
ろ
う

．
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情三〇め率点す‘めなン A

ン‘果果
い購よ数ィ陀まッ的だ‘しもいさラッすでがうッ体ラアミ実実

で〇吻 I!は陀る比はり詰 S 吉入う陀スつすプ濃もツる使れップ°もあ陀や 品ンッカすカ
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ラ使力たせズ悪は力め六 合 との玉陀もた用は換百カモ同品唸
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のるけ入‘題端いらて般存か れ｀玉上力と九 でのミ陀ンのめ

で容．とやれ力も左なのい常性ら て小でたン忙個はで力とカカ類
す器昏すたンぉ場い保る識がの い玉はののたの 三‘ンりンンは

0 ~てはくとをこ合た存点で高注 るで一でモりミ個生のま詰詰
移‘なし開しにめにで、い意 とは個‘モまヵ、ミ固すめめ
し必るてけかは‘つす力食 い三半生固すン中力形ととも
てずの危たね‘味いがン品 う個‘モ形°が粒ン量‘‘まな
保ガで‘らまスをて‘詰で こ半中モ量ま使でにはミモた
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び 価 か 輸制うけえて中てア由日十州世現 ＝ 四四四四 四 四 四 四 囮四四四四四四
や格り入度｀°るる土、国しヘメで本万‘界在 中 月月月月 月月月月月月月月月月月
か面陀はを日よたりはる lJ...,は卜中て
すで凸を採本のめ‘豚°力中牛ン近最属

._＿豚国経 ニニ 醤ニニニニ

こは中い 用は圧‘輸の ‘国と筏東大ー 事
済 ＋十十 油＋十十十

と 直国よし現力日出大 台か同ど唸の千肉 週！
六ー四七 八七互 八五三一六四ー

＝情 日日日日孟コ 日日日日日日日日日日日
は接かう‘在を本余増 湾らじ輸香養克
な国ら 1疋一祖かが力産 左のく出浩 豚百

通
い内輸た 定含け豚は運 ど輸‘しな固万
が生入っ価とて肉注動 か入口てどで頭
‘産 さ て格めくをすを らを蹄いにあを

せ 者 れ い以価る買ま行 輸認疫る年る
苔をてる下格だいすな 入 め の ° 間゜
と お も °ののろ付ふつ しず理 五 欧し.. 
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と
み
て
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し
つ
か
え
あ
り
ま
せ
ん
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水金金金

宇ォ大
和ャ
川プ
方

中面谷
津 口

金木火木火土木火木火土

谷 大 宇 宇 月谷大宇宇月谷
口谷和和野 口 谷 和 和 野 口
方方川川尾方力川川尾方
面面北南お面面北南お面

部や 部部や
ぶ ぶ

月
集
配

//>
タ）ゞコ

9 9 9 9 9 9 9 9 A 9 

お宅の火
震固の

j
 

ア イ可力".?~火災の Iじ
ですか j'*切］な花

<．．．．．．．．．．．．．．．“・ • 

:)<＜受笑洛＞

ズンで芍

しブがり

ください.．．.．．．" 

し
め
価
格
の
手
な
ね
し

を
受
け
る
。


